
愛知県育成水稲「愛知１２３号（愛ひとつぶ）」について 

１ 「愛知１２３号（愛ひとつぶ）」とは 

○ 近年、夏の高温により米（特にコシヒカリ）の品質低下（心白米の発生）

が深刻化していたことから、２０１７年８月に高温耐性と良食味を併せ持つ

水稲として愛知県農業総合試験場が開発し、品種登録。 

○ 外観品質が優れ、もっちりとした食感があり、味・粘りは「コシヒカリ」

と同等の良食味。 

「愛知１２３号」        高温で品質が低下したコシヒカリ 

【玄米の外観】

２ 生産状況 

 ○ ２０１７年度から２０１９年度までは試験栽培、２０２０年度からは登録し

た生産者による限定栽培を開始している。 

年度 
作付面積

（ha） 
生産者数

取組 

ＪＡ数 

２０１７（平成２９） ５ １４ ７ 

２０１８（平成３０） ６ １６ ７ 

２０１９（令和元） ９ ２８ １１ 

２０２０（令和２） ５０ ５５ １３ 

【作付面積の推移】 【２０２０年度の栽培地域】 
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